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Jichi Medical School ソーシャルサポートスケール（JMS-SSS）

改訂と妥当性・信頼性の検討
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目的　日本人を対象としたソーシャルサポートスケールの開発。

方法　対象は，Jichi Medical School Cohort Studyに参加している4コミュニティの住民のうち基

本データ収集時（1992-94年）に認知的社会的支援尺度に回答した2,150人（解析Ｉ）と，

1999年に改訂したスケールによる質問調査に回答した赤池町の住民380人（解析Ⅱ）。解析Ｉ

では配偶者，家族，友人から期待される機能的なソーシャルサポートの利用可能性を測定す

る認知的社会的支援尺度の交差妥当性を各地区の回答から得られた因子構造の類似性を検討

することにより推定した。解析Ⅱでは4段階の回答形式に改訂したスケールにおいて，各質

問項目とSocial DesirabilityScale得点との相関，Cronbach α係数，基本データ収集時の得

点との相関を求めた。

結果　4地区から得られた因子構造の類似性から認知的社会的支援尺度の交差妥当性が確認され

た。因子構造の類似性推定のために選択した4指標は各地区から得られた因子構造の一貫性

を支持していた（解析Ｉ）。

　改訂したスケールにおいてSocial DesirabilityScale得点と統計学的に有意な相関のある2

項目を除外した。支援源別の各項目の第1主成分は配偶者からのサポート得点分散の

57.0％，家族からのサポート得点分散の68.2％，友人からのサポート得点分散の67.0％を説

明していた。因子構造よりそれぞれのスケールの等質性が確認された。信頼性係数はそれぞ

れ.89, .95,.94であった。平均6.2年を経たソーシャルサポート得点間には統計学的に有意な

正の相関があった（解析Ⅱ）。

結論　実証的な手続きを経てソーシャルサポートスケールを開発した。3つの異なる支援源から

の等質性をもったスケールが得られた。スケールは社会的な望ましさによる回答バイアスの

可能性が低く，日本人成人を対象とした調査に適用可能と考えられる。
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